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I．	生涯活躍のまち(日本版ＣＣＲＣ)制度の概要

１．国の制度・目指す方向

国は平成26年12月、「まち・ひと・しごと創生総合戦略（平成26年12月27日閣議決定）」の政策パッ
ケージにおける地方移住を推進するための主な施策の一つに「日本版CCRCの検討」を位置づけ、
平成27年2月に「日本版CCRC 構想有識者会議」を設置し、「日本版CCRC（生涯活躍のまち）」について
の具体的な検討を進めてきた。

平成27年12月までに計10回開催された有識者会議の成果は「『生涯活躍のまち』構想（最終報
告）」や「『生涯活躍のまち』構想に関する手引き」としてとりまとめられ、今後目指すべき「生涯活躍の
まち」構想のコンセプトや方向性、「生涯活躍のまち」構想の具体化プロセス、国による支援策等につ
いての方針が示された（図表1）。

図表 1　「生涯活躍のまち」における中高年齢者の生活 （イメージ）

（出所）「生涯活躍のまち」構想に関する手引き（第3版）

ＣＣＲＣ：Continuing Care Retirement Communityの略。都会の高齢者が地方に移り住み健康状態に
応じた継続的なケア環境の下で自立した社会生活を送ることができるような地域共同体のこと。

①健康でアクティブな生活の実現と継続的ケアの提供、②自立した生活ができる居住環境の提供、
③入居者の参画の下、透明性が高く安定した事業運営によるコミュニティの形成を一体的に実現。

健康づくり
介護予防
健康管理

生涯学習

生涯活躍のまち

地域 地域住民（若者層等）

ケアが必要になった場合は

介護

参加

参加

参加

参加

提供

提
供

協働

医療

地域社会
との協働

運営協議会
（住民自治） サービス付き高齢者

向け住宅※など

店舗等
（地域住民も利用）

※サービス付高齢者向け住宅の要件
●原則25㎡以上の居住面積
●バリアフリー構造
●安否確認・生活相談サービスの提供等

※事業の透明性・安定性の確保の方策：入居者の参画、情報公開、事業の継続性確保等

地方大学

介護事業所

病院・診療所

就労、ボランティア等
の社会参加
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「生涯活躍のまち」構想に関する手引き（第3版、以下「国の手引き」という）によると、従来の高齢者
施設は、要介護となってから入所・入居し、サービスの利用者＝サービスの受け手となることが通例で
あったが、これに対し、「生涯活躍のまち」構想では、健康な段階から地方に移住し、社会活動や学習活
動への参画、地域における多世代との交流を通じ、サービスの利用者がサービスの担い手にもなり得
るという点が特徴として打ち出されている（図表2）。

図表 2　従来の高齢者施設と「生涯活躍のまち」の違い

（出所）「生涯活躍のまち」構想（最終報告）

平成28年2月5日には、「地域の活力の再生を総合的かつ効果的に推進する」ことを目的として、「地
域再生法の一部を改正する法律案」が提出され、新法律案の中に「生涯活躍のまち」形成事業につい
ても位置づけがなされることとなった。

法律案については平成28年4月20日に施行され、改正により、地方創生の観点から「生涯活躍のま
ち」の制度化が図られている（図表3）。

従来の高齢者施設等 「生涯活躍のまち」構想

主として要介護状態に
なってから選択

健康時から選択

地域に溶け込んで、
多世代と協働

仕事・社会活動・生涯学
習などに積極的に参加
（支え手としての役割）

居住の
契機

高齢者
の生活

地域と
の関係

高齢者はサービスの
受け手

住宅内で完結し、
地域との交流が少ない
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図表 3　地域再生法の一部を改正する法律（概要）

（出所）内閣府地方創生推進室ホームページ

＜生涯活躍のまち・おんじゅく＞ 
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図表 3 地域再生法の一部を改正する法律（概要） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出所）内閣府地方創生推進室ホームページ 
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ＫＰＩ：Key Performance Indicatorの略。一定の目標に向かってそのプロセスが順調に進んでい
るかどうかを点検するための、もっとも重要な指標のこと。重要業績評価指標。

ＰＤＣＡ：Plan（計画）-Do（実行）-Check（検証・評価）-Action（改善・処置）の略。行政政策や企業
の事業活動にあたって計画から見直しまでを一貫して行い、さらにそれを次の計画・事業に生かそう
という考え方。

インセンティブ：目標を達成するための刺激・誘因。

アクティブ：元気で、活気のあるさま。

4

生涯活躍のまち・おんじゅく



２．国が示す具体像(共通項目・選択項目)

国の手引きでは、ＣＣＲＣ構想の具体像を「入居者」「立地・居住環境」「サービスの提供」「事業運
営」の4 つの観点から提示している。

また、国の手引きでは、「生涯活躍のまち」の要件を、「共通必須項目」と「選択項目」に区分して示し
ている。「共通必須項目」は、入居者の安心・安全の確保などの観点から、地域の事情に関わりなく遵守
しなければならない項目であり、「選択項目」は、地域の特性や強み、希望する地域づくりに応じた項目
となっている。

①  共通必須項目

　　（出所）まち・ひと・しごと創生本部ホームページ

スキル：物事を行うための能力や技能のこと。

ポテンシャル：潜在的な力。可能性としての力のこと。

＜生涯活躍のまち・おんじゅく＞ 
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②  選択項目

　　（出所）まち・ひと・しごと創生本部ホームページ

コミュニティ：人々が共同体意識を持って共同生活を営む一定の地域、およびその人々の集団。地域
社会。

＜生涯活躍のまち・おんじゅく＞ 
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② 選択項目

（出所）まち・ひと・しごと創生本部ホームページ 

コミュニティ：人々が共同体意識を持って共同生活を営む一定の地域、およびその人々

の集団。地域社会。
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３．	先進事例

生涯活躍のまち・おんじゅく（御宿版ＣＣＲＣ）の構想検討にあたり、全国で参考となる事例（4事
例）について現地調査・視察を行った。

（１）シェア金沢
①  特徴・ポイント

［1］ コンセプト：ごちゃまぜ
― 多様な施設･機能を配置し、多世代が居住･交流するまち

・	多様な居住者・交流者・事業者が混在するまち
・	居住者：元気な高齢者＆ケアを要する高齢者、障がいのある児童、学生
・	交流者：産前産後の子育てママ、近隣の小学生、その他周辺住民
・	事業者：クリーニングなど生活に密着したものから飲食・物販・マッサージ等

［2］ 主役は住人
・	集会や催し物の開催・運営など、暮らしに関わることは住民参加で決定。
・	生活雑貨・日用品店「若松共同売店」の管理・運営　…等

［3］ 画一的な区画や建物配置にしない（ＱＯＬの追求）
・	平屋のサービス付き高齢者向け住宅、曲線の通り、コミュニティ空間、小川のせせらぎ、豊

富な緑を配置し、住民同士や縁道を散策する人との交流を促している。

［4］ 健康増進・生活利便に係る商業・サービス施設が多数立地
・	温泉、レストラン、スポーツ施設、クリーニング、マッサージ、生活雑貨･日用品店、Ｂａｒ、

料理･音楽教室、農園（とれたて野菜の販売）など、多様な施設が立地している。このような
施設の一部で障がい者の雇用も行っている。

・	子育て支援施設の整備：近隣で開業している助産師が、予約制で出産や育児の相談を受
け付けている。この施設があることで、Share金沢内では、赤ちゃんの声が聞かれたり、ベ
ビーカーを押す母親の姿が見られる。

②  運営主体
○社会福祉法人　佛子園(石川県白山市)
○石川県を中心に障害者・高齢者福祉施設を運営

③  ゾーニングと機能配置
a. SOUTH地区：本部棟・レストラン、高齢者デイケア・訪問介護
b. MIDTOWN地区：サービス付き高齢者向け住宅、学生住宅、子育て支援施設
c. EAST地区：障がい児童入所施設、生活支援商業施設、全天候グランド
d. NORTH地区：商業・サービス（飲食、物販、マッサージ等）
e. WEST地区：サービス付き高齢者向け住宅、ドッグラン、農園、音楽室

ＱＯＬ：Quality Of Lifeの略。生活の質。
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④  入居者
32世帯・41人の高齢者が居住。うち半数弱が県外からの移住者で構成されている。近隣の富

山県のほか、関西（大阪府、兵庫県神戸市）、関東（東京都、埼玉県、神奈川県）、福岡県等からの移
住者。

図表 4　 （Share金沢ホームページより）

サービス付き高齢者向け住宅
平屋（１棟・４戸）×４棟

Publish Bar Mock

（晴天時の街並み:Share 金沢ホームページより） 住民同士・近隣住民との楽しい交流の場

学生向け：金沢美大生：家賃３万円
⇒まちづくりにボランティア参加（各種デザイン作成等）

※学生の声：まちづくりに関わり、住民と交流
することで自身の成長につながる。
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（２）ゆいま～る那須
①  特徴・ポイント

[1] コンセプト： 木のぬくもりのある戸建て風の「終のすみか」、 気の合う仲間と楽しむ里
山暮らし

・	那須町の雄大な自然の中で、自然素材を基調とした戸建て風住宅をベースに、居住者と
スタッフがともに納得できる「終のすみか」を創り出す。

[2] ゆいま～る那須倶楽部
・	将来的な移住や別荘利用ニーズに対応した二地域居住者向けのプランで、那須での暮

らしを楽しく体験しながら人生の次のステップを考えることが可能。

[3] ワーカーズコレクティブ“ま～る”
・	居住者や地域住民が出資する事業組織で、手仕事品の販売、菓子・保存食づくり、手打ち

そば提供等の就労が可能。地元地域とのコミュニティづくりや雇用創出につながってい
る。

[4] ゆいま～る食堂
・	地元食材を使用した家庭的な食事を提供する食堂で、地域住民も利用可能。調理場も食

事をする人も一緒に楽しめる団らん空間「あたたかい食卓」。

[5] 生活支援（移動販売、病院・役場・商業施設等への送迎）
・	移動販売車が来て地元の食材や乳製品、手作りパンなどを購入できる。
・	ハウス送迎車「ゆいま～る号」を、１日４便（午前・午後各２便）毎日運行。

②  事業主体
㈱コミュニティネット

③  ターゲット
遠方移住者高齢者

④  導入機能・施設等
a． サービス付き高齢者向け住宅（全70戸、1,000万円＋月々12万円で暮らす）

・	自然素材を基調とした平屋建てが中心の戸建て風住宅が広い敷地に点在して配置され、草
木や空などの自然を感じることができる。

・	本格的な定住のほか、「那須倶楽部（終身又は15年契約で年間24日利用可能）」により2地
域居住を行うことも可能。募集人員14人で入会金108万円。

b．  医療・介護連携（クリニック＆デイサービスセンター）
・	敷地内に食堂棟と外廊下でつながる「あい・デイサービスセンター那須」（定員10名）を設

置。ケアが必要になった場合はここで介護サービスを受けることが可能。
・	生涯ここで暮らし続けるため、日頃の健康チェックから在宅ケア、看取りまでに対応する医療

機関（ニューロクリニック）と連携。
c．  ワーカーズコレクティブ“ま～る”

・	ゆいま～る那須での生活を楽しみながら仕事もしたい、地域住民とのコミュニティをつくりた
いとニーズに対応し、居住者と地域住民が出資して事業運営組織を設立。手仕事品の販売
やお菓子、保存食づくり、手打ちそば提供等の就労が可能。
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・	ここで暮らす高齢者は、サービスの受け手でもあり提供者でもあり、スタッフとともにまちをよ
くしていく場となっている。

・	地元地域とのコミュニティづくりや雇用創出にもつながっている。
d． ゆいま～る食堂

・	地元食材を使用した家庭的な食事を提供する食堂で、地域住民も利用可能。中央に厨房
カウンターを設け、食事をつくる人も食べる人も一緒に楽しめる団らん空間「あたたかい食
卓」を創出している。毎週土曜日には「ゆいま～る居酒屋」を開催。

e． 移動送迎
・	ハウス送迎車「ゆいま～る号」を、１日４便（午前・午後各２便）毎日運行。白河方面（白河

駅、病院やクリニック、ショッピングゾーン・量販店など）と那須方面（町役場や図書館、郵便局
など）の２ルートがある。

f． 共有スペース
・	図書室、音楽室、自由室といった共有スペースで、書道・体操・ガーデニング・料理教室など多

彩な文化活動が可能。

（ゆいま～る那須ホームページより）　　　

＜生涯活躍のまち・おんじゅく＞ 
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 図書室、音楽室、自由室といった共有スペースで、書道・体操・ガーデニング・料

理教室など多彩な文化活動が可能。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（ゆいま～る那須ホームページより）
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（３）こぶし園
①  特徴・ポイント

[1] 在宅高齢者に対する24時間･365日対応の施設同様のフルサービス
― 住み慣れた地域が施設、道路が廊下、自宅が居室

・	暮らし慣れた地域において、24時間･365日の体制で、施設に入居した場合と同様のサー
ビス(ショートステイ、訪問看護･介護、配食サービス等)を享受できる環境を創出。

▶定期巡回・随時対応型訪問介護看護サービス
・	テレビ電話を活用して優先順位を判断し自宅へ駆けつける(地域が施設、道路が廊下、自

宅が居室、テレビ電話がコールボタン)。
▶地域包括ケアの概念図「植木鉢の図」（厚生労働省)
・	一番下の「本人の選択」が最も重要。

[2] サポートセンター構想（住まいを意識したサポートセンター整備）
・	上記[1]の拠点となる｢サポートセンター｣(市内18か所)のコンセプトは「街のなかに、施設

ではなく、住まいを作りたい」という思いがベースとなっている。
▶地域との調和や入居者・家族の快適性を意識した住まいの工夫
・	特養は、家族が自宅同様に面会できるよう、各居室に個別に玄関を設けたり(摂田屋)、ホ

テルのような内装をコンセプトとし各部屋にキッチンを整備(喜多町)など。

[3] 医療との連携(課題)
・	特養では、入居者は嘱託の医師に診てもらう必要があり、嘱託契約を結ばなければならず

契約費用がかかる。サポートセンターの展開に伴いサテライト型の特養を増設すると、別
途、新たに医師との契約が必要となる。グループホーム同様、各自の｢かかりつけ医｣に診
てもらう形(嘱託契約不要)になるとよい。

②  事業主体
○社会福祉法人 長岡福祉協会

・	新潟県を中心に東京都、埼玉県、千葉県において、病院、及び高齢者・障がい児者向け福祉
施設等を運営。

○こぶし園では長岡市内に18か所の｢サポートセンター｣を展開。市内在住の高齢者が、施設に入
居することなく、暮らし慣れた地域で、24時間体制で施設に入居した場合と同様のサービス(シ
ョートステイ､小規模多機能型居宅介護、訪問介護･看護､配食サービス等)を享受できる環境
を創出。

③  サービスの特徴
a． 「住まい」を意識したサポートセンターづくり

・	当園では、高齢者の住まいづくりの際、「街のなかに、施設ではなく、住まいを作りたい」と
いう思いを持っている。そのため、入居機能を有する「サポートセンター永田」では、外観が一
見して普通の住まいに見えるよう意識している。

・	家族が自宅同様に面会できるよう、各居室に個別に玄関を設けたり、ホテルのような内装を
コンセプトとし、各部屋にキッチンを備える（サポートセンター喜多町）など、地域との調和や
入居者・家族の快適性を意識した工夫も凝らしている。
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b． 施設に入居した場合と同様のフルサービス提供
・	市内のサポートセンターを拠点に、在宅高齢者に対して、施設に入居している場合と同じよ

うな24時間365日対応のフルサービスを提供している。
・	高齢者からのコールに対しては、テレビ電話を活用して優先順位を判断し、自宅へ駆けつけ

る。それまでの大規模集約型の施設に当てはめると、いわば地域が施設、道路が廊下、自宅
が居室となっている。

・	定期巡回・随時対応型訪問介護看護サービスは、どれだけ利用しても、施設に入居した場合
と同様に介護保険制度による定額負担で済む。

・	１つのサポートセンターで半径1㎞～3kmをカバーしている。サポートセンターに併設され
ている地域密着型小規模特養には制度上29人までの入所定員である。

＜生涯活躍のまち・おんじゅく＞ 
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町）など、地域との調和や入居者・家族の快適性を意識した工夫も凝らしている。 
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サポートセンター摂田屋では、小規模特養の

各部屋にポストがついており、本人や家族が

外から直接出入りできる。 

サポートセンター喜多町のロビー。ホテル

のようなフロントと、左手にはバーカウン

ター。各部屋にはキッチンも備えている。

サポートセンター永田 サポートセンター摂田屋

（こぶし園ホームページ） （こぶし園ホームページ）

サポートセンター喜多町のロビー。ホテルのよう
なフロントと、左手にはバーカウンター。各部屋
にはキッチンも備えている。

サポートセンター摂田屋では、小規模特養の
各部屋にポストがついており、本人や家族が
外から直接出入りできる。
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（４）地域リビング ＰＬＵＳ ＯＮＥ
①  特徴・ポイント

●ＮＰＯ法人が運営するサロン
・	赤ちゃんから高齢者まで障がいの有無や国籍を超えて、お昼ごはんや夕ごはんを、みん

なで作り、みんなで食べ、交流する、地域のリビング・居場所。地域の高齢者・要支援者等
も参加している。

[1] おうちごはん
・	ボランティア（地域住民）が作ったごはんを、地域の高齢者や要支援者、子育て中の親子

等を含む多様な地域の人たち（要会員登録）が、みんなで食べ、交流する場。毎日開催・一
食500円。

[2] おかえりごはん
・地域の子どもたちが、学校帰りに立ち寄り、地域の人に勉強や宿題を見てもらったり、お話

ししたり・遊んだり、料理のお手伝いをするなどして過ごし、その後、みんなでご飯を食べ
る。毎週金曜日＋毎週火曜日の月8回開催。

[3] コンセプト：日常生活をシェアする地域のリビング
・	地域リビングは単なる飲食店ではなく地域で共有するみんなの「リビング」であり、利用す

る人々の「シェア」による運営がコンセプト。「活動のシェア」（店番とごはん作り）と「運営の
シェア」（家賃他必要経費）がある。

[4] プラスワンファミリー
・	活動シェアや運営シェアで継続的に地域リビングを支える人。このようなシェアをしてくれ

る地域のボランティアによって運営が持続されている。

[5] 取組経緯（大学のまちづくり活動から発展）
・	高島平住民と大東文化大学の連携による地域活性化プロジェクトに、現代表が学生とし

て参加したことが発端。地域住民との関わりの中で、取組の重要性を認識し、活動を継続
してきたもの。

②  事業主体
○ ＮＰＯ法人 ドリームタウン

③  仕組み・趣旨　～ボランティアと受益者を区分けしない（みんなで運営・楽しむ）
・地域で共有するみんなの「リビング」（居場所）。利用者は予め「おうちごはん会員」に登録（約

500人）。ごはん代は、毎日食べられる価格で原則550円〜。
・お帰りごはんの参加費は、小学生300円、中学生400円、大人600円。
・利用者（地域住民）は「お客さま」ではなく、「ファミリー」と位置付け、運営スタッフも料理人・店

員ではなく「ごはん当番」、「おうち番」と呼ぶ。
・交代でごはんをつくり、得意なことを活かして学びあうなど、地域にもう１つ日常をシェアする

場・機会を持つことで、人と人とのつながりを生み出す。
・ここで培われたコミュニティの輪から、地域をもっとHappyにする企画や社会起業を生み出

し、誰もが輝くDream townの実現を目指す。
④  コンセプト

・	利用する方々の労力や資金の「シェア」による運営がコンセプトとなっており、「活動のシェア」と
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「家賃・運営費のシェア」がある。このようなシェアを継続的に行い、地域リビングを支える人を
「プラスワンファミリー」と呼ぶ。

a.  活動のシェア
・活動のシェアには、地域リビングの「おうち番（店番）」とおうちごはんの「ごはん当番（ごはん

作り）」及び「サポーター」がある。毎日地域リビングを開けるためには、おうち番やごはん当
番の力が不可欠。また、サポーターとしては、誕生日のケーキを作る子育てママや、掃除をし
に来てくれるお年寄り、あるいは生演奏を披露してくれる人などがいる。

b.  家賃・運営費のシェア
・家賃や運営費等の必要経費をみんなで支える仕組みで、月1,000円と3,000円の支援があ

る。※寄付者15名（金額や寄付の仕方はそれぞれ）
c.  プラスワンファミリー

・地域リビングプラスワンの運営活動に対して継続的なシェア（支援）を行う人を「プラスワン
ファミリー」と呼び随時募集している。

・2017年1月現在、地域リビング PLUS ONEに関わるボランティアは約50名。

⑤  取組経緯

・2006年～2008年　現代表が、高島平住民と大東文化大学の連携による地域活性化プロジェ
クト（高齢化する高島平と少子化に苦しむ大学がコラボレーションすることで、まちも大学も活
性化させようという取り組み）に学生として参加。

・2008年10月～　補助金に頼らないコミュニティカフェの持続的運営を模索するため、有志で
「社会起業の勉強会」を開始。毎月１回の社会起業の勉強会や食事イベントなどの活動をス
タート。

・2010年4月　「社会起業の勉強会」から「NPOドリームタウン」へ名称変更。
・2011年8月　ドリームタウンが特定非営利活動法人の法人格を取得。
・2012年１月　地域リビングオープンに向けて本格的に準備がスタート。
・2013年4月　地域リビングPLUS ONEオープン。設立以来、地域のボランティア力によって、ほ

とんど毎日運営をし、赤ちゃんからお年寄り、障がいの有無や国籍をこえて集える場となっている。

＜生涯活躍のまち・おんじゅく＞ 
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a. 活動のシェア 

 活動のシェアには、地域リビングの「おうち番（店番）」とおうちごはんの「ご

はん当番（ごはん作り）」及び「サポーター」がある。毎日地域リビングを開け

るためには、おうち番やごはん当番の力が不可欠。また、サポーターとしては、

誕生日のケーキを作る子育てママや、掃除をしに来てくれるお年寄り、あるい

は生演奏を披露してくれる人などがいる。 

b. 家賃・運営費のシェア 

 家賃や運営費等の必要経費をみんなで支える仕組みで、月 1,000 円と 3,000 円
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c. プラスワンファミリー 

 地域リビングプラスワンの運営活動に対して継続的なシェア（支援）を行う人

を「プラスワンファミリー」と呼び随時募集している。 

 2017 年 1 月現在、地域リビング PLUS ONE に関わるボランティアは約 50 名。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 取組経緯 

 2006 年～2008 年 現代表が、高島平住民と大東文化大学の連携による地域活性化

プロジェクト（高齢化する高島平と少子化に苦しむ大学がコラボレーションする

ことで、まちも大学も活性化させようという取り組み）に学生として参加。 

 2008 年 10 月～ 補助金に頼らないコミュニティカフェの持続的運営を模索する

ため、有志で「社会起業の勉強会」を開始。毎月１回の社会起業の勉強会や食事

イベントなどの活動をスタート。 

 2010 年 4 月 「社会起業の勉強会」から「NPO ドリームタウン」へ名称変更。 

 2011 年 8 月 ドリームタウンが特定非営利活動法人の法人格を取得 

 2012 年１月 地域リビングオープンに向けて本格的に準備がスタート 

 2013 年 4 月 地域リビング PLUS ONE オープン。設立以来、地域のボランティア

力によって、ほとんど毎日運営をし、赤ちゃんからお年寄り、障がいの有無や国

籍をこえて集える場となっている。 

地域リビングプラスワン

ホームページより 

地域リビングプラスワン
ホームページより
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⑥  今後の展開
・新しい総合事業の「通所サービスＢ」（住民主体による支援/取得済）＋「見守り・生活支援」（模

索中）＝地域福祉拠点→コンビニの数だけ地域に創る（多様な特色）→地域全体がサービス付
き高齢者向け住宅。

＜今後重視すること＞

a. 地域のボランティア力を活かしていくこと
b.１人暮らしでも安心「おうちごはん」（要支援者の居場所づくり）
・「地域リビング＋生活サポート」で、１人暮らしのお年寄りが施設やサービス付高齢者

住宅に引っ越さなくても、住み慣れた地域で、人とのつながりや文化活動を楽しみなが
ら安心して暮らし続けられる仕組みをつくる。

c. いたばしコミュニティスペース連絡協議会の立ち上げ（15団体）
・板橋区内でコミュニティスペースを運営する15団体とネットワークを構築し、地域福祉

の拠点としての認知度向上と普及啓発を行う。

＜生涯活躍のまち・おんじゅく＞ 
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地域リビングプラスワン
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子どもを対象 

とした英会話 

教室も開催 

「おかえりごはん」

の様子 
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生涯活躍のまち・おんじゅく

Ⅱ．御宿町の現状と課題

１．分野別の現状

（１）人口
①  御宿町総人口の推移と将来推計

御宿町の総人口は、町村合併の1955年の9,753人をピークに徐々に減少し続け、2015年には
7,315人となっている。

国立社会保障・人口問題研究所（以降「社人研」）が2013年3月に公表した推計によると、今後
も人口は減少を続け、2040年には4,715人になると見込まれている。

御宿町では、人口の減少を食い止めるとともに、御宿町への新しいひとの流れをつくるなどし
て、2040年時点で社人研の人口推計を501人上回る5,216人になる見込みを持ち、まちづくりを
進めている。

図表 5　御宿町の将来人口推計

（出所）15年までは国勢調査、20年以降は御宿町人口ビジョン及び社人研推計
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Ⅱ．御宿町の現状と課題

②  年齢３区分別人口の推移と将来推計
年齢3区分別の人口推移をみると、年少人口（15歳未満）については2010年の国勢調査実績

値655人に対して、2040年は504人（10年比151人減、総人口比9.7％）となっている。
働き手かつ主たる納税者でもある生産年齢人口（15歳以上65歳未満）については、2010年の

国勢調査実績値3,941人に対して、2040年は1,995人（10年比1,946人減、総人口比38.2％）と
大きく減少する見通しである。

一方、65歳以上の老年人口は近年増加傾向にあるが、2010年の国勢調査実績値3,142人に
対して、2040年は2,717人（10年比425人減、総人口比52.1％）と2015年をピークに減少に転じ
ると推計される。

図表 6　御宿町の将来人口推計（年齢３区分別人口の推移）

（出所）御宿町人口ビジョンをもとに作成（15年までは国勢調査）
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生涯活躍のまち・おんじゅく

③  世帯の状況
高齢者人口の増加に伴い、65歳以上の高齢者のいる世帯（以下、高齢者世帯という）は増加し

ています。平成22年10月現在で2,023世帯となり、総世帯に対する割合も65.1％まで上昇してい
る。

高齢者単独世帯と高齢者夫婦世帯の数も増加し、一般世帯総数の4割近くを占めている。

図表 7　高齢者世帯の状況

図表 8　高齢者世帯の状況

　　（出所）御宿町2015高齢者保健福祉計画・第6期介護保険事業計画をもとに作成（国勢調査）
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Ⅱ．御宿町の現状と課題

（２）人口動態
①  社会動態

転入・転出の動きをみると1997年に転出数が転入数を上回りましたが、この20年ほどは転入
数が上回っており社会増の状態が続いている。

年齢階級別の純移動数（転入数－転出数）からみた人口移動は、60歳以上と50歳代は転入超
過が続いています。一方、近年は40歳未満で転出超過が続いており、特に20歳代の転出が多く
なっている。

2005年→2010年の年齢階級別人口移動については、男女とも、「15～19歳→20～24歳」
及び「25～29歳→30～34歳」が転出超過となっており、高校や大学等への進学や卒業後の就
職に伴う影響と考えられる。

また、「55～59歳→60～64歳」及び「60～64歳→65～69歳」に大幅な転入超過がみられ、退
職に伴って居住地を移すケースがあると考えられる。

図表 9　転入・転出数の推移

（出所）御宿町人口ビジョンをもとに作成（10年までは国勢調査、10年以降は住民基本台帳に基づく
人口、人口動態及び世帯数に関する調査）

図表 10　人口動態の推移

（出所）人口ビジョンをもとに作成（住民基本台帳、人口動態及び世帯数に関する調査）
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生涯活躍のまち・おんじゅく

図表 11　年齢階級別の人口動態（純移動数：転入数から転出数を引いた差）の状況

（出所）御宿町人口ビジョンをもとに作成（住民基本台帳人口移動報告）
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Ⅱ．御宿町の現状と課題

図表 12　年齢階級別の人口移動（2005年→2010年）

（出所）御宿町人口ビジョンをもとに作成（国勢調査）
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生涯活躍のまち・おんじゅく

②  自然動態
国・千葉県の合計特殊出生率は近年わずかに増加傾向がみられる。御宿町の2014年合計特

殊出生率は0.77であり国・千葉県の数値を大きく下回っている。
御宿町は出生数や女性人口の総数が少なく偶然変動の影響を受けやすいため、数値が短期

的に変動しやすい傾向にある。

図表 13　合計特殊出生率の推移

 (出所) 御宿町人口ビジョンをもとに作成（住民基本台帳年度別集計）
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Ⅱ．御宿町の現状と課題

（３）産業
①  全体概要

a.  事業所数・従業者数
御宿町の事業所数の推移をみると、統計手法が変更となった経済センサスでは2009年の

438事業所から2014年の411事業所と27事業所の減少となっている。
同じく従業者数についても、統計手法が変更となった経済センサスでは2009年の2090人か

ら2014年の1932人と158人の減少となっている。

図表 14　事業所数・従業者数

（出所）2001～2006年／経済産業省「事業所・企業統計調査」
　　　  2009～2014年／経済産業省「経済センサス」
（注）両統計は調査手法が異なるため、連続性はない。
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生涯活躍のまち・おんじゅく

図表 15　産業大分類別の事業所数・従業者数

（出所）経済産業省「経済センサス」

L 学術研究，専門・技術サービス業

R サービス業（他に分類されないもの）

L 学術研究，専門・技術サービス業

R サービス業（他に分類されないもの）
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Ⅱ．御宿町の現状と課題

b.  産業構造
就業人口総数に占める産業別人口は、平成22年で第1次産業251人（8.0％）、第2次産業

596人（19.1％）、第3次産業2,251人（72.2％）であり第3次産業の就業人口が最も多く、割合も
高い。千葉県と比較すると御宿町は第1次産業の就業人口割合が高くなっている。

就業人口総数は、平成22年の3,119人から、平成29年には2,910人、平成34年には2,760人
程度になると見込まれている。

図表 16　就業人口の推移

（出所）御宿町総合計画をもとに作成（国勢調査）
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生涯活躍のまち・おんじゅく

②  観光（交流人口）
観光入込数の推移をみると、千葉県全体では、1990年代の115,197千人から2015年には

173,705千人と50.8％増加していますが、御宿町では1990年代の1,123千人から15年には
318千人と71.7%減少し、隣接する勝浦市では1990年代の2,876千人から2015年に1,119千人
と61.1％減少している。

御宿町、勝浦市とも東日本大震災の影響により2011年に観光入込数が大きく減少し、その後
回復がみられない。

図表 17　千葉県・御宿町等観光入込数推移

（参考）

 （出所）千葉県観光入込調査
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Ⅱ．御宿町の現状と課題

③  商業
1994年以降の小売業の動向をみると、年間商品販売額・事業所数とも減少傾向にある。

図表 18　小売業年間商品販売額・事業所数

（出所）商業統計
（注）2014年は2007年までと調査手法が異なるため、連続性はない。

④  工業
事業所数は、2004年の10事業所から2014年の8事業所へ2事業所の減少（−20.0％）、従業

者数は同105人から127人へ22人の増加（21.0％）、製造品出荷額等は同44,899万円の増
加（＋57.1％）、1事業所あたり製造品出荷額等は224万円の増加（＋29.9％）となっている。

製造業の事業所数は減少したものの、従業者数・製造品出荷額等・1事業所あたり製造品出荷
額等は増加している。

図表 19　事業所数・従業者数・製造品出荷額等

（出所）工業統計
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生涯活躍のまち・おんじゅく

図表 20　事業所数・製造品出荷額等の推移

（出所）工業統計

⑤  農業
御宿町の2015年の農家数(販売農家)は89戸（2005年比71戸減）と2005年の約半数となっ

ており、同期間の千葉県全体と比較すると、減少率は御宿町の方が13.6pt高くなっている。
2015年の専業農家数は20戸（2005年比9戸減）と2005年に比べ31.0%減少している一方

で、第1種兼業農家は13戸（2005年比6戸増）と約2倍に増加している。

図表 21　農家数

（出所）農業センサス
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Ⅱ．御宿町の現状と課題

⑥  漁業
御宿町における水産物陸揚額は、地球温暖化等の影響もあって安定した漁獲量を確保するこ

とが難しい状況にある。漁業組合員も減少傾向にあり、農業と同様に後継者不足が深刻な状況と
なっている。

図表 22　水産物陸揚額、漁業組合員数

（出所）御宿町産業振興促進計画（御宿・岩和田漁協）
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生涯活躍のまち・おんじゅく

（4）医療・福祉
①  医療の状況

a.  御宿町の医療機関
御宿町における医療機関は7カ所となっている。

図表 23　御宿町の医療機関一覧

（出所）御宿町ホームページ、ちば医療なびをもとに作成

御宿駅
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Ⅱ．御宿町の現状と課題

b.  山武長生夷隅保健医療圏の病院立地状況
御宿町を含む山武長生夷隅保健医療圏における病院の立地状況は下図のとおり。

図表 24

（出所）千葉県保健医療計画（平成25年5月一部改定）
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生涯活躍のまち・おんじゅく

c.  安房保健医療圏の病院立地状況（参考）
安房保健医療圏における病院の立地状況は下図のとおり。

図表 25

（出所）千葉県保健医療計画（平成25年5月一部改定）
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Ⅱ．御宿町の現状と課題

d.  医療資源の状況
山武長生夷隅医療圏における医療資源（人材・施設）について、人口10万人あたりの数値で

千葉県全体と比較すると、医療従事者では保健師・准看護師、施設面では病院・薬局が高い値
となっている。

千葉県全体より低い値に着目すると、医師（千葉県比−67.4）歯科医師（同−17.4）薬剤師
（同−42.4）看護師（同−214.0）となっており、医療従事者が大きく下回っている。

図表 26　医療資源の状況（人口10万人あたりの数値）

図表 27　二次医療圏区域

（出所）千葉県保健医療計画（平成25年5月一部改定）
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生涯活躍のまち・おんじゅく

e.  在宅支援医療・看護施設の状況
山武長生夷隅及び安房保健医療圏における在宅支援医療・看護施設の状況は下表のとお

り。御宿町には在宅支援医療・看護施設が立地していない。

図表 28　山武長生夷隅及び安房保健医療圏における在宅支援医療・看護施設数

●山武長生夷隅保健医療圏

　
●安房保健医療圏

（出所）千葉県保健医療計画（平成25年5月一部改定）
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Ⅱ．御宿町の現状と課題

②  福祉の状況
a.  要支援・要介護認定率

要支援・要介護認定者数は増加しており、2014年10月時点で558人となっている。要介護度
別にみると、要介護3の人数が増加しており、要介護1、要介護2、要介護3の3段階で全体の過半
数を占めている。

高齢者人口に対する要支援・要介護認定者数の割合（以下、認定率という）は、2012年をピー
クに減少に転じ、2014年10月時点で15.8％となっている。

図表 29　要支援・要介護認定者数の推移

（出所） 御宿町2015高齢者保健福祉計画・第6期介護保険事業計画をもとに作成
　　　   介護保険事業状況報告月報（各年10月1日現在）
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生涯活躍のまち・おんじゅく

b.  介護福祉施設等の状況
介護サービス情報公表システムで御宿町の介護福祉施設等をみると、延べ9事業所となって

いる。
「４．訪問・通い・宿泊を組み合わせるサービス」、「７．地域に密着した小規模な施設等の

サービス」、「８．福祉用具サービス」は、町内に立地していないため近隣市町の事業所を利用し
ている。

図表 30　御宿町の介護福祉施設等 

（出所）介護サービス情報公表システム（厚生労働省）

　　
図表 31　御宿町近隣市町の介護福祉施設等事業所数

（出所）介護サービス情報公表システム（厚生労働省）
（注）延べ事業所数（1つの事業所で複数のサービスを運営している場合はそれぞれのサービス区分に計上）
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Ⅱ．御宿町の現状と課題

２．ターゲットのニーズ

生涯活躍のまち・おんじゅく（御宿版ＣＣＲＣ）構想のターゲットとなる地域住民と都市住民の
ニーズをアンケートや意見聴取により把握した。その内容を整理すると以下のとおり。

図表 32

（出所）地域住民アンケート：御宿町総合計画策定に係るアンケート調査（平成24年7月）
　　　   都市住民アンケート：都市住民移住等意向調査（平成28年11月）
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生涯活躍のまち・おんじゅく

３．課題のとりまとめ

本町の現状を踏まえ、課題と対応方向をとりまとめると以下のとおり。
　

図表 33

アクティビティ：活動、行動。ＣＣＲＣでは、コミュニティ内に居住する人々が行う様々な趣味
活動や生涯学習、スポーツ等を指す。
シティセールス：まちの「魅力の見える化」、「イメージアップ」、「情報発信力向上」等を図り、
最終的には定住人口を増やし、多くの観光客を呼び込み、まちを活性化させていこうという
もの。
ブラッシュアップ：さらに磨きをかけること。一段と優れたものにすること。
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Ⅲ．生涯活躍のまち・おんじゅく(御宿版ＣＣＲＣ)構想
本構想は、第４次御宿町総合計画の基本理念「笑顔と夢が膨らむまち　～ともに支え合う挑戦と再

生」、及び、御宿町まち・ひと・しごと創生総合戦略の「４－４基本目標：Ｄ高齢者が安心して住み続け
られる環境づくり」を踏まえて策定する。

１．目指すまちの姿と方向性

	

Ⅲ．生涯活躍のまち・おんじゅく（御宿版ＣＣＲＣ）構想
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２．ターゲット

生涯活躍のまち・おんじゅく（御宿版ＣＣＲＣ）構想のターゲットとして以下の３者を想定する。

メ イ ン 地域住民（地域の元気高齢者・ケアを要する高齢者）

サブ① 生涯活躍のまち・同関連施設等で働く若者・子育て世代

サブ② 都市部の高齢者

町民・町外住民別及び世代別に本町のまちづくりにおける課題を整理すると、町民については、若
者が就職等により転出する動きを抑制することや子育て世代が安心して子育てができる環境整備、高
齢者がその健康状態に関わらず安心して住み続けられる環境づくりが強く求められている。

一方、人口減少に歯止めをかけるためには、町民の流出を抑制するのに加え、町外からの移住を促
進することが必要です。企業の定年前後を中心とした年代では町外からの転入超過が続いています
が、若者や子育て世代では転出が転入を上回っていることから、これら世代の流入を促すことが求め
られる。

御宿町まち・ひと・しごと創生総合戦略では、町民・町外住民とも、若者や子育て世代に対しては、「
基本目標Ａ 地域産業の創生と雇用の拡大」、「基本目標Ｂ 移住促進と交流人口の増加」、「基本目標
Ｃ 安心して子育てできるまちづくり」に掲げた施策を展開していくこととしている。

町内の高齢者に対しては、「基本目標Ｄ 高齢者が安心して住み続けられる環境づくり」に掲げる施
策を講じることとしており、本構想は基本目標Ｄに規定されていることから、本構想のターゲットは、基
本的に地域の元気高齢者及びケアを要する高齢者とする。ただし、町民にとって魅力的な生涯活躍の
まちが整備されれば、それは町外の高齢者をも引き付けることが予想され、その流入は本町の活力向
上に資することから、都市部の高齢者も本構想の対象として想定する。なお、国の手引きにおいても「
生涯活躍のまち」への「入居者」として、町外からの移住者（主に中高年齢者）を想定している。

また、生涯活躍のまちの整備により雇用の場が拡大すれば、若い移住者や就業人口が増加すること
などが期待されることから、整備効果は、基本目標Ａ、Ｂ、Ｃに及ぶものであり、若者や子育て世代につ
いても間接的に本構想のターゲットであると言える（図表34）。

生涯活躍のまち・おんじゅく
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図表 34　対象ごとの課題、総合戦略、本構想の関係

創生

Ⅲ．生涯活躍のまち・おんじゅく（御宿版ＣＣＲＣ）構想
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３．対象地域

御宿町まち・ひと・しごと創生総合戦略の「基本目標Ｄ 高齢者が安心して住み続けられる環境づく
り」では「御宿版ＣＣＲＣ構想を実現するため、プロジェクトチームを設置し、すでにＣＣＲＣの基
盤がある御宿台区を核に、現状把握をはじめ課題や論点を整理し、御宿版ＣＣＲＣの導入を進めま
す。」としている。

御宿台区は、千葉県と西武不動産（現・西武鉄道）が官民共同で開発したリゾート「御宿西武グリー
ンタウン」で、昭和60年代半ばから中高年者を中心とする都市住民の移住・二地域居住地として発展
してきた。この点、ＣＣＲＣを先取りしてきたと言える。しかし、まち開きからすでに30年近くが経過し
ており、町内10区の中で最も高齢者数が多く、高齢化率（65.7％）も突出して高い（次頁図表36）。

一方、本町はまちがコンパクトで周辺市町と比べて人口密度が高く、介護保険制度における日常生
活圏域も一つであり、医療・介護サービスを町全域に行き渡らせることが可能である。このようなコンパ
クトな町域に、美しい海岸・里海と里山、そして食の恵みが豊富にある。加えて、駅周辺から海岸までの
町の中心部には、移住者の受け皿として想定される空き家やマンションの空き部屋、及び交流人口の
受け皿となる飲食・宿泊施設も多数立地している。

本町は、このような恵まれた地域資源と地理的条件を有するとともに、高齢化率が御宿台区を筆頭
にほとんどの地区で40％を超えており、町全体として、生涯にわたる活躍の場と生きがいの創出、及び
安心して暮らせるケア体制の構築が喫緊の課題となっている。

以上の点を踏まえ、本構想は町全体を対象地域として設定したうえで、御宿台を核とし、里山と里海
及び町中心部の3つのエリアをサテライト（副次核）と位置付け、 町全域に生涯活躍のまちの効果を波
及させることとする。なお、構想の推進にあたっては、このような全体像（完成形・目標）のもとで、核とな
る拠点づくりから始めることとする。

図表 35　対象地域概念図

里山
サテライト
拠点

核拠点
《御宿台》

里海
サテライト
拠点

まちなか
サテライト
拠点
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図表 36　区別人口・高齢化率
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４．まちづくり方針

前述のとおり、国の手引きでは、ＣＣＲＣ構想の具体像を「入居者」「立地・居住環境」「サービス提
供」「事業運営」の4 つの観点から提示している。

本構想においても、この4つの観点に基づき、「共通必須項目」と「選択項目」に分けて方針を定め
る。（※参考とするポイント：「◎」印、太文字・アンダーライン）

（１）入居者

（２）立地・居住環境

生涯活躍のまち・おんじゅく
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（３）サービスの提供

（４）事業運営

ステークホルダー：直接・間接的な利害関係を有する者のこと。

Ⅲ．生涯活躍のまち・おんじゅく（御宿版ＣＣＲＣ）構想
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５．コンセプト

生涯活躍のまち・おんじゅく（御宿版ＣＣＲＣ）構想では、町内に住む元気な高齢者やケアを要する
高齢者を主な対象者とし、誰もがいつまでも安心していきいきと暮らせるまちづくりを目指し、テーマ
を「おんじゅくまるごと生涯活躍・安心のまち」とする。

このテーマを実現するため、以下の3つの基本方針を掲げ、まちづくりを推進する。

◆テーマ

おんじゅく まるごと 生涯活躍・安心のまち

◆基本方針
① まち全体が活躍の場

・まち全体を「生涯活躍のまち」に見立て、地域住民も移住者も、生涯にわたり健康でいき
いきと活躍し、安心して暮らせるまちを目指します。

・お年寄りから子どもまでの多世代が交流し、支えあうまちを目指します。

② 地域包括ケアシステムとの連携（生涯にわたる安心安全と健康づくり）
・生涯にわたり活躍できる体と健康づくりに注力し、万一ケアが必要となっても、住み慣れ

た地域から転居することなく、継続的な医療・介護サービスを受けることができる安心
安全なまちを目指します。

③ 地域資源の活用（まちの宝をフル活用）
・町内の医療・介護分野の資源はもとより、美しい海・砂浜と内陸部の農の景観及びそれ

ら里海・里山の豊かな恵み、本町と連携している大学等は、まちの宝であり、町内外の人
々を引きつける魅力であることから、これらをフルに活用して、御宿らしい多様な活躍の
場と機会を創出します。

◆ライフスタイル・イメージ

▶元気な高齢者が、仕事や趣味、地域活動、生涯学習、大学の公開講座・イベントなどへの参
加をとおして、いきいきと活躍し、新たな能力開発や自分磨きに取り組んでいる。

▶病気や介護が必要な状態になっても、住み慣れた地域で、継続した医療・介護サービスを
受け、地域で支えあいながら安心して暮らしている。

▶生涯学習やアクティビティ等の活躍の場あるいは医療・介護等の継続ケア体制を支える若
者や子育て世代が、豊かな自然の中で、地域ぐるみのサポートを受けながら子育てし、リフ
レッシュしながら働いている。

▶若者・中堅世代が、仕事や子育て、余暇活動、自分磨きなどに力を注ぎ、健康で充実した日
々を送るとともに、生涯活躍のまちを支えている。

▶子どもたちが、豊かな自然の中で、高齢者ほか地域住民や大学生との交流・イベントなどを
とおして、豊かな心と健康、国際性、自然、科学、郷土の歴史･文化などへの興味や関心を
育んでいる。※特色のある教育

生涯活躍のまち・おんじゅく
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6．導入機能

（１）課題解決に必要な機能・施設等
前項までに調査・検討してきた、国が目指す方向性と先進事例及び本構想が目指すまちの姿や基

本方針等を踏まえ、町の現状と課題への対応に必要と考える機能・施設等について検討し、下表のと
おりとりまとめた。

図表 37

Ⅲ．生涯活躍のまち・おんじゅく（御宿版ＣＣＲＣ）構想
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（２）導入すべき機能・施設等の全体像
前項（１）で検討した必要な機能・施設等について、「生涯活躍のまち・おんじゅく」の実現に向け、再

度、項目立てて整理した。
なお、地域包括ケアシステムに関わるものには「★」印を付した。
これらを一気に導入・整備するのではなく、できるところから計画的に着手していく。この導入・整備

過程、すなわち「まちづくりの過程」において、知恵や労力を出し合い、議論しあい、協力しあうことで、
住民間・多世代間で新たなネットワークやより強い絆が生じる。このことも重要な目的の一つである。

図表 38　導入機能・施設等

支えあい・多世代交流の場・機会・拠点

生涯活躍のまち・おんじゅく
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（３）拠点ごとの導入機能・施設等
拠点ごとに導入・整備すべき機能・施設等は下表のとおり。本表はあくまで全体像であり、まずは核

となる拠点（御宿台）において、できるところから取り組み始め、試行錯誤を繰り返しながら、成功事例
を積み上げていくこととする。

図表 39　拠点ごとの導入機能・施設等

 支えあい・多世代交流
の場・機会・拠点

 観光・交流の場・機会

Ⅲ．生涯活躍のまち・おんじゅく（御宿版ＣＣＲＣ）構想
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①  核となる拠点
a.  拠点設置エリア

・御宿台区
b.  エリアの現状・特性・活用すべき地域資源

・リゾートタウン、人口・住宅集積、高齢化率65.7%、住宅（空き家・新規・空地）、パークゴルフ
場、テニスコート、子育て支援施設

c.  拠点の特色・方向性
・支えあい・健康増進・生活支援（先導的モデル事業）
・生涯学習・多世代交流プログラムの実施
・都市部の元気高齢者の移住・二地域居住の受入

d.  先導的導入機能・施設等
・食の提供を核とした地域支えあいサロンの整備【既存施設又は新規】
・サービス付き高齢者向け住宅【新規・空き家】
・町全体の支えあい・生活支援活動の企画・運営【上記サロン】
・生涯学習・多世代交流プログラムの実施【既存施設・空き施設】

②  まちなかサテライト拠点
a.  拠点設置エリア

・ＪＲ御宿駅から月の沙漠記念館周辺の市街地・海岸
・核となる拠点（御宿台区）と連携・補完し、ともに全体をリードする。

b.  エリアの現状・特性
・ＪＲ御宿駅、飲食・宿泊施設、海岸・海、観光・文化施設、空き家・空室

c.  拠点の特色・方向性・活用すべき地域資源
・空き家・マンション空き部屋を活用した若者・子育て世代の移住・定住及び都市住民の二地

域居住の受入
・生涯活躍の場：マリンレジャー・ビーチスポーツ
・生涯活躍の場：歴史・文化等の生涯学習、スペイン・メキシコとの国際交流プログラムの実施

d.  先導的導入機能・施設等
・若者・子育て世代の移住・定住【空き家・マンションの空き部屋】
・生涯活躍の場：マリン・ビーチ、歴史・文化　【既存施設・自然フィールド】

③  里山サテライト拠点
a.  拠点設置エリア

・内陸部の田園地域
b.  エリアの現状・特性・活用すべき地域資源

・農業・農産物、耕作放棄地、担い手不足、人口減少、高齢化率40%超
c.  拠点の特色・方向性

・地域住民同士の交流・支えあいの場
・就農希望者の就農支援及び移住の受入
・6次産業化による雇用創出（農家レストラン、農産物加工・特産品開発）
・生涯活躍の場：農業・里山暮らし体験
・生涯活躍の場：農業・里山をテーマとした都市住民や外国人旅行者等との交流

生涯活躍のまち・おんじゅく
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d.  先導的導入機能・施設等
・就農希望者・里山暮らし希望者の移住・定住【空き家】
・古民家交流サロン（兼農家レストラン）【古民家・空き家】
・体験農園【既存の農地・耕作放棄地】
・農産物加工・特産品開発施設【空き家・空き施設】
・農業・里山暮らし体験メニューの開発・実施

④  里海サテライト拠点
a.  拠点設置エリア

・漁港周辺と後背地エリア
b.  エリアの現状・特性

・漁業・海産物、海岸・海、担い手不足、人口減少、高齢化率40%超
c.  拠点の特色・方向性

・地域住民同士の交流・支えあいの場
・生涯活躍の場：マリンレジャー・ビーチスポーツ

d.  先導的導入機能・施設等
・マリンレジャーを趣味とする都市住民・若者の移住・定住【空き家】
・古民家交流サロン【古民家・空き家・空き施設】

図表 40　　個別拠点のメインテーマ・方向性

Ⅲ．生涯活躍のまち・おんじゅく（御宿版ＣＣＲＣ）構想
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＜核となる拠点の先導的導入機能・施設例（イメージ）＞
核となる拠点に先導的に導入する機能・施設例として、「食の提供を核とした地域支えあいサロン」

のイメージを以下に示す。これは、先進事例調査で示した東京都板橋区高島平団地の「地域リビング
プラスワン」を参考としてイメージしたものである。

食の提供を核とした地域支えあいサロンの整備

機能･運営 概要

サロン

・地域住民が気軽に集い交流できる場。地域の高齢者、特に独居高齢者等の外
出のための場と機会を創出する。

・食事や茶飲み話のほか、気軽に楽しめるゲームやイベントあるいは健康体操
などを行う。お茶やコーヒー、食事は有料。

食の提供

・御宿町の新鮮な農水産物を活用した日常の食事をリーズナブルな価格で提
供する。一般メニューに加え、健康や栄養に配慮した食事も提供し、食を通し
た健康増進支援も行う。共通ポイントは、素朴ながらも地元食材を使用した御
宿ならではのメニューとする。

・対象は、サロンに訪れる地域住民（元気な高齢者・ケアを要する高齢者・その
他多世代）とする。

・施設での提供以外に、町内の独居高齢者や要支援高齢者等を対象に配食サ
ービスも行う。

健康・
介護相談

・毎日、健康体操やストレッチ、血圧測定ができる。
・定期的に健康相談を行う。
・自身あるいは親・兄弟姉妹の介護に関する相談も行う。

多世代交流

・子どもが、高齢者と一緒に創作活動を行ったり、あるいは地域住民が先生とな
って勉強を教えるなど、放課後児童クラブとしての機能も担う。

・子育て世代の親子も気軽に訪れ、高齢者に子どもの面倒を見てもらう間に、趣
味や自己研鑽などを行うこともできる場とする。

運営

・地域住民の関与度が高い民間組織が望まれることから、やる気のある住民等
で新たに法人格を有するＮＰＯ法人等を設立する。

・スタッフは、地域住民がボランティア（有償・無償）として参加する。地域住民
はサロンの利用者と運営スタッフの両面で活躍する。

・保健福祉や地域包括ケアシステムに関わる活動が多いことから、健康・介護
相談会への専門家派遣等の人的支援、並びに情報提供や各種調整等につい
て、行政も側面支援を行う。

資金

・サロン利用者の利用料・食事代。
・サロンの運営を支援する町民からの寄付（継続的な支援を希望する者から定

期的な寄付を受ける）。
・国や行政、民間企業・組織等の様々な助成制度を活用する。
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◆ 「生涯活躍のまち・おんじゅく」の全体像
「生涯活躍のまち・おんじゅく」の全体像は下図のとおり（詳細は次頁以降に示す）。
生涯にわたる活躍の場・機会と安心をつくることで、地域に活気と人材と雇用をつくり、若者・子育て

世代の定着を図り、持続的なまちづくりを目指す。

図表 41　「生涯活躍のまち・おんじゅく」の全体像

おんじゅく　まるごと　生涯活躍・安心のまち

都市住民
（元気な高齢者・中高年・子育て世代）

サブ
ターゲット

★主役は地域の高齢者

生涯にわたる活躍・安心

活気と人材と雇用をつくる

里山
サテライト
拠点

連携
・
補完

核拠点
《御宿台》

里海
サテライト
拠点

好循環
の創出

まちなか
サテライト
拠点

御宿町の
ファン・リピーター観光・交流

観光・交流→二地域居住→移住・定住

まちの
担い手

マーケティング・情報発信

地域包括ケア
システム

●地域の産業振興・経済活性化（※雇用創出）
●コミュニティづくり（協働・支えあいのまちづくり機運醸成）
●町のイメージアップ（豊かな自然・食、生涯活躍・安心、特色ある教育）

♦生涯にわたる活躍
　＆安心＆生きがい
♦若者・子育て世代の定着

●住居
●医療・看護
●介護・リハビリテー
ション
●健康・予防
●生活支援・福祉サ
ービス
◎行政＋事業者＋当
事者・家族＋地域住
民の支えあい

里山サテライト拠点
〈メインテーマ〉
◎農業・里山暮らしによる交
流・移住・定住

〈先導的導入機能・施設〉
●地域交流サロン
●体験農園・農家レストラン
等の6次産業化施設
●住宅（空き家・移住受入）

核となる拠点（御宿台）
〈メインテーマ〉
◎支えあい・生活支援モデル拠点
◎元気高齢者の移住・定住拠点
〈先導的導入機能・施設等〉
●食を核とした地域ささえあいサロン
●サービス付き高齢者向け住宅等

里海サテライト拠点
〈メインテーマ〉
◎マリンレジャーによる交流・移住・定住
〈先導的導入機能・施設等〉
●地域交流サロン
●住宅（空き家・移住受入）

まちなかサテライト拠点
〈メインテーマ〉
◎若者・子育て世代の移住・定住
◎ビーチスポーツによる交流人口誘致
〈先導的導入機能・施設等〉
●若者・子育て世代住宅
●文化・国際・観光交流拠点
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７．推進体制・事業主体

（１）推進・連携体制
本構想の実現に向け、下図のような各主体が連携し、まちづくり方針に則り、前項で掲げた機能や施

設等の具体的な内容を検討し、随時見直し・評価を行いながら、導入・整備を行う。
(注)各主体に付した記号（Ａ～Ｆ）は、次項（２）の事業主体（例）と連動。

図表 42
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（２）事業主体（例）
事業主体を導入機能・施設等ごとに参考として例示した。

図表 43　導入機能・施設等ごとの事業主体例

○サービス付き高齢者向け住宅（★）

○子育て世帯向け住宅

○お試し・二地域居住向け住宅

○在宅医療支援（施設・体制）（★）

○回復期リハビリテーション

○健康増進・フィットネス

○在宅介護支援（★）

○施設介護支援

○介護予防（★）

○生涯学習（学ぶ側・教える側）

○アクティビティ（含：健康増進）

○大学連携による人材育成・まちづくり

○支えあい・多世代交流の場・機会・拠点

○観光・交流の場・機会　

○高齢者生活支援（★）

○就労支援

（支援）

導入機能・施設等（★：地域包括ケア）

事業主体
（Ａ～Ｆ：図表42
推進体制図参照）

行政・
社協等

A C D・E他 B F

医療
介護
事業者

民間
事業者

運営
新組織

大学
専門
機関

（支援）

（連携）

○まちづくり・コミュニティ参加支援

○地域住民支えあい・見守り活動支援

○地域内移動支援（公共交通補完）

○移住・住み替え支援（情報提供・相談等）

○運営・推進主体組成（民間/ＮＰＯ等）

○まちの運営全般（上記組織が主体＋町）
・施設管理、情報発信、事業企画・実施

①居住
新設or空き家

②医療
　介護

医療

介護

③活躍の場・機会

④生活支援

⑤まちの運営
（持続的な
　まちづくり）

「生涯活躍のまち」構想の策定

地域再生計画の策定
（事業を行う対象区域や計画期間、
  計画を通じた目標などを設定）

「生涯活躍のまち」構想の詳細検討（仮）
※構想で検討した導入機能・施設等の
　具体的な内容や事業性などの検討。

事業主体の選定・事業計画作成
※「生涯活躍のまち」事業の運営・推進
　を担う事業主体の選定、「生涯活躍の
　まち形成事業計画」の作成
募集に係る仕様（事業範囲）の検討

公募・選定手続き

高齢者の住宅・地域交流拠点の整備

建設場所の選定

行政との調整（用途地域等）

規模・機能等の検討

工事計画の作成

施工業者の公募・選定手続き

施工

入居者募集・入居

情報発信

入居希望者に対する事前相談

お試し居住・二地域居住

入居開始

H28
年度 H31年度H30年度H29年度

H32
年度
以降

◎：主（ハード・ソフト、ノウハウ・資金）　○サブ（一部、補完・サポート）、△：ソフト面

「生涯活躍のまち形成事業計画」の作成
【内容】
・中高年齢者の就業や生涯学習など社会的活動へ
の参加に向けた取り組み
・高年齢者に適した住宅の整備に向けた取り組み
・継続的なケア提供体制の確保に向けた取り組み
・移住を希望する中高年齢者への情報提供、お試し
居住や二地域居住などの取り組み
・関係機関との連携、まちづくりに関する取り組み
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８．	スケジュール

本構想の実現に向け国からの支援を受けて推進する場合は、本構想に基づいて「地域再生計画」を
策定し、国の認定を受ける必要がある。あわせて、構想で検討した事項について、具体的な内容や事業
性等を検討する。

その後、「生涯活躍のまち」事業の運営機能を担う事業主体を公募等により選定したうえで、本構想
をより具体化した「生涯活躍のまち形成事業計画」を作成し、同計画のもとに、高齢者住宅や地域交流
拠点等の整備と各種ソフト事業等を推進する運びとなる。

図表 44　スケジュール

○サービス付き高齢者向け住宅（★）

○子育て世帯向け住宅

○お試し・二地域居住向け住宅

○在宅医療支援（施設・体制）（★）

○回復期リハビリテーション

○健康増進・フィットネス

○在宅介護支援（★）

○施設介護支援

○介護予防（★）

○生涯学習（学ぶ側・教える側）

○アクティビティ（含：健康増進）

○大学連携による人材育成・まちづくり

○支えあい・多世代交流の場・機会・拠点

○観光・交流の場・機会　

○高齢者生活支援（★）

○就労支援

（支援）

導入機能・施設等（★：地域包括ケア）

事業主体
（Ａ～Ｆ：図表42
推進体制図参照）

行政・
社協等

A C D・E他 B F

医療
介護
事業者

民間
事業者

運営
新組織

大学
専門
機関

（支援）

（連携）

○まちづくり・コミュニティ参加支援

○地域住民支えあい・見守り活動支援

○地域内移動支援（公共交通補完）

○移住・住み替え支援（情報提供・相談等）

○運営・推進主体組成（民間/ＮＰＯ等）

○まちの運営全般（上記組織が主体＋町）
・施設管理、情報発信、事業企画・実施

①居住
新設or空き家

②医療
　介護

医療

介護

③活躍の場・機会

④生活支援

⑤まちの運営
（持続的な
　まちづくり）

「生涯活躍のまち」構想の策定

地域再生計画の策定
（事業を行う対象区域や計画期間、
  計画を通じた目標などを設定）

「生涯活躍のまち」構想の詳細検討（仮）
※構想で検討した導入機能・施設等の
　具体的な内容や事業性などの検討。

事業主体の選定・事業計画作成
※「生涯活躍のまち」事業の運営・推進
　を担う事業主体の選定、「生涯活躍の
　まち形成事業計画」の作成
募集に係る仕様（事業範囲）の検討

公募・選定手続き

高齢者の住宅・地域交流拠点の整備

建設場所の選定

行政との調整（用途地域等）

規模・機能等の検討

工事計画の作成

施工業者の公募・選定手続き

施工

入居者募集・入居

情報発信

入居希望者に対する事前相談

お試し居住・二地域居住

入居開始

H28
年度 H31年度H30年度H29年度

H32
年度
以降

◎：主（ハード・ソフト、ノウハウ・資金）　○サブ（一部、補完・サポート）、△：ソフト面

「生涯活躍のまち形成事業計画」の作成
【内容】
・中高年齢者の就業や生涯学習など社会的活動へ
の参加に向けた取り組み
・高年齢者に適した住宅の整備に向けた取り組み
・継続的なケア提供体制の確保に向けた取り組み
・移住を希望する中高年齢者への情報提供、お試し
居住や二地域居住などの取り組み
・関係機関との連携、まちづくりに関する取り組み
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９．	構想推進の効果

本構想を推進することで以下の効果を狙うこととする。(注)現時点での例示
なお、この目標は、ＰＤＣＡサイクルを回すための指標でもあり、また、ＰＤＣＡを回した結果によ

り、適宜見直すこととする。

図表 45

目標内容
H29

年度末
 (基準)

H30
年度末

H31
年度末
 (中間)

H32
年度末

H33
年度末
 (最終)

目標１ 移住相談者の数 10人 20人 30人 40人 50人

目標２
移住を目的とした各種
イベントへの都市住民
の参加者数

10人 20人 30人 40人 50人

目標３

生涯学習への参加者数
（生 涯 活 躍のまちで実
施するメニューへの参加
者、純増）

50人 50人 70人 70人 100人

目標４
大学との連携による講
座やイベントの数、
同参加者数

3回
50人

4回
100人

5回
120人

5回
150人

6回
200人

目標５
二地域居住者の数
（純増数）
移住者の数

0人
0人

5人
0人

10人
0人

15人
5人

20人
10人

目標６
生涯活躍のまちでの暮
らしの満足度
（大変満足の比率）

－ － 30％ 35％ 40％
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